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今
回
作
業
し
た
区
間
は
、

さ
ん
け
ん
も
協
力
し
、
三
段

峡
関
係
の
事
業
者
な
ど
が
四

日
に
清
掃
し
た
際
、
残
雪
な

ど
の
影
響
に
よ
っ
て
立
ち
入

れ
な
か
っ
た
ル
ー
ト
。 

 

午
前
十
時
、
正
面
口
へ
集

合
。
時
折
、
小
雨
が
降
る
悪
条

件
だ
っ
た
が
、
鍬
や
鋸
、
鎌
、

シ
ャ
ベ
ル
、
熊
手
を
手
に
、
道

に
堆
積
し
た
土
砂
や
落
葉
を

取
り
除
い
た
。
残
雪
や
大
き

な
落
石
も
あ
り
、
落
葉
が
土

に
変
わ
っ
て
深
く
積
も
っ
た

場
所
も
あ
っ
た
。
力
仕
事
だ

っ
た
が
、
参
加
し
た
小
学
生

も 

               

           

も
脱
落
せ
ず
、
い
い
汗
を
流

し
な
が
ら
作
業
は
進
ん
だ
。

途
中
、
休
憩
を
兼
ね
て
青
立
、

郭
公
岩
、
丸
淵
な
ど
の
景
勝

を
松
尾
俊
孝
理
事
が
ミ
ニ
解

説
し
た
。 

 

 

作
業
は
午
後
五
時
に
終
了

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
楽
し

く
て
、
む
し
ろ
や
め
ら
れ
な

か
っ
た
」「
苦
労
し
た
が
、
終

わ
っ
た
ら
爽
快
感
が
あ
る
」

「
自
分
で
掃
除
す
る
と
風
景

の
見
え
方
が
変
わ
る
」
な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
た
。 

 

今
後
、
さ
ん
け
ん
会
員
参

加
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
定
期 

                      

    

的
な
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。 

  

「
三
段
峡
峡
谷
開
き
」
に
は

三
段
峡
観
光
同
業
組
合
員
ら
十

二
人
と
さ
ん
け
ん
会
員
三
人
が

参
列
し
、
往
来
安
全
を
祈
願
し

た
。
黒
淵
の
渡
船
は
二
十
一
日

か
ら
、
猿
飛
の
渡
船
は
探
勝
路

の
修
復
が
終
わ
り
二
十
八
日
か

ら
営
業
を
開
始
し
た
。 

     

安
芸
太
田
町
里
山
ガ
イ
ド
研

修
会
が
四
月
二
十
八
日
、
十
七

人
が
参
加
し
て
Ｊ
Ａ
広
島
市
戸

河
内
支
店
で
開
か
れ
た
。 

 

本
宮
炎
理
事
長
が
「
三
段
峡 

    

八
幡
村
樽
床
の
集
落
は
一
九

五
七
年
、
聖
湖
に
沈
ん
だ
。
三
段

峡
の
北
の
玄
関
口
に
あ
た
り
、

峡
北
館
と
い
う
宿
が
あ
っ
た
。 

主
は
地
元
の
名
士
、
後
藤
吾

妻
で
あ
る
。
共
益
的
な
組
織
を

作
る
な
ど
し
て
地
域
を
潤
し
た

リ
ー
ダ
ー
で
、
熊
南
峰
、
斎
藤
露

翠
ら
の
「
峡
友
」
と
し
て
三
段
峡 

 
 

 
 

 
 

 

安
芸
太
田
町

立
上
殿
小
学
校

の
児
童
が
四
月

二
十
七
日
、
全

甲 

              

の
ガ
イ
ド
を
よ
り
良
く
す
る
た

め
に
」
を
テ
ー
マ
に
講
師
を
務
め

た
。
さ
ん
け
ん
か
ら
は
教
育
旅
行

な
ど
の
団
体
を
受
け
入
れ
る
方

法
と
し
て
、
長
淵
か
ら
黒
淵
ま
で 

    

開
発
に
尽
力
し
た
。 

   

三
九
年
、
民
俗
学
者
の
宮
本
常

一
が
峡
北
館
に
泊
ま
り
、
後
藤
に

聞
い
た
話
を
著
作
「
村
里
を
行

く
」
に
残
し
て
い
る
。
そ
の
中
で

後
藤
は
、
峡
内
に
「
自
動
車
路
を

つ
け
よ
う
と
す
る
県
に
反
対
し
、 

         

校
遠
足
で
三
段
峡
へ
入
っ
た
。 

＝
写
真
。
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
あ 

る
長
距
離
を
歩
く
の
を
目
標
の 

一
つ
に
し
、
低
学
年
七
人
は
正 

面
口
か
ら
黒
淵
ま

で
の
往
復
六
㌔
、

中
学
年
十
一
人
は

水
梨
口
ま
で
の
同

十
二
㌔
、
高
学
年

八
人
は
三
段
滝
ま

で
の
同
十
五
㌔
を

完
歩
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

低
・
中
学
年
に 

は
狼
や
竜
、
花
の 

エ
リ
ア
な
ど
で
ス 

 

を
六
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
た

「
三
段
峡
ガ
イ
ド
シ
ー
ト
」
を

説
明
し
た
。 

 

午
後
は
実
際
に
三
段
峡
を
歩

き
、
ガ
イ
ド
シ
ー
ト
を
も
と
に

伝
え
方
の
方
法
を
確
か
め
、
修

学
旅
行
生
を
案
内
す
る
際
の
ポ

イ
ン
ト
を
話
し
合
っ
た
。 

    

ま
た
、
道
の
石
垣
を
コ
ン
ク
リ

ー
ト
に
か
え
よ
う
と
す
る
の
さ

え
拒
否
」
し
、『
こ
の
風
景
は
自

動
車
で
見
て
す
ぎ
る
風
景
で
は

な
い
。
そ
う
い
う
人
に
は
自
然

を
見
る
資
格
は
な
い
。
従
っ
て

き
て
も
ら
い
た
く
な
い
』
と
、
語

っ
て
い
る
。 

 

戦
後
、
ダ
ム
建
設
が
持
ち
上

う
え 

           

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

ト
ー
リ
ー
性
を
持
た
せ
、
高
学
年

は
熊
南
峰
が
描
い
た
地
図
を
も

と
に
景
勝
地
を
確
認
し
た
り
、
自

然
観
察
を
し
た
り
す
る
な
ど
メ

ニ
ュ
ー
を
工
夫
し
た
。 

 

ガ
イ
ド
を
さ
ん
け
ん
の
本
宮

炎
理
事
長
、
本
宮
宏
美
事
務
局

長
、
波
田
和
弘
監
事
、
小
林
久
哉

理
事
が
担
当
。
さ
ん
け
ん
が
目
標

に
掲
げ
る
、
三
段
峡
の
景
観
、
自

然
の
豊
か
さ
を
次
世
代
へ
つ
な

ぐ
活
動
と
し
て
取
り
組
ん
だ
。 

                

が
り
、
樽
床
の
住
民
は
団
結
し
て

血
み
ど
ろ
の
反
対
運
動
を
し
た
。

故
郷
の
消
滅
だ
け
で
な
く
、
三
段

峡
の
破
壊
も
反
対
理
由
に
掲
げ

た
。
南
峰
は
既
に
亡
く
、
戸
河
内

町
と
八
幡
村
は
冷
た
か
っ
た
。 

   

「
三
段
峡
保
全
ダ
ム
反
対
血
誓 

           

    

四
月
十
三
日
夜
、
中
国
放 

送
の
ラ
ジ
オ
生
番
組
「
勝
手 

に
ト
ー
ク
ひ
ろ
し
ま
！
ま
ち 

を
考
え
る
シ
リ
ー
ズ
・
安
芸 

太
田
町
」
に
本
宮
炎
理
事
長 

が
出
演
し
た
。
放
送
は
、
さ 

ん
け
ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の 

「
団
体
概
要
・
メ
デ
ィ
ア
掲 

載
」
で
視
聴
で
き
る
。 

    

斎
藤
露
翠
の
孫
、
北
広
島
町
大

朝
の
斎
藤
更
生
さ
ん
（
八
二
歳
）

を
四
月
十
七
日
、
二
月
の
「
聞
く

会
」
で
話
を
聞
い
た
堂
河
内
福

夫
、
山
下
幸
作
の
両
氏
と
さ
ん
け

ん
会
員
が
訪
問
し
た
。
露
翠
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
聞
き
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
保
護
を
条
件
に
、
露
翠
が
残
し

た
日
記
の
撮
影
許
可
を
得
た
。 

    

組
合
」
委
員
長
と
し
て
、
老
躯
に

鞭
打
っ
た
。
ダ
ム
は
建
設
さ
れ
た

が
、
峡
谷
保
全
の
た
め
に
様
々
な

配
慮
が
な
さ
れ
た
の
は
全
国
で

も
珍
し
い
と
い
う
。
広
島
市
吉
島

へ
移
り
十
年
後
、
米
寿
で
没
し

た
。
聖
湖
畔
の
芸
北
民
俗
博
物
館

に
あ
る
後
藤
の
胸
像
は
、
今
も
古

里
を
見
守
る
。 

（
松
尾 

俊
孝
） 

さ
ん
け
ん
新
聞 
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 一口メモ 

ど
の
珍
し
い
ラ
ン
が
咲
く
。 

 

茶
花
に
使
わ
れ
る
ハ
ナ
イ

カ
ダ
は
、
葉
の
真
ん
中
に
花
を

咲
か
せ
る
。
ル
ー
ペ
を
覗
く
と 

 

五
月
、
キ
シ
ツ
ツ
ジ
が
岸
辺

を
染
め
、
探
勝
路
脇
に
は
ユ
ウ

シ
ュ
ン
ラ
ン
や
セ
ッ
コ
ク
な

ど 

 

花
弁
の
数
や
形
の
違
い
に
気
付

く
。
調
べ
る
と
雄
花
と
雌
花
。

ミ
ク
ロ
の
世
界
を
観
察
し
、
発

見
す
る
楽
し
さ
が
あ
る
。 

▼
ル
ー
ペ
片
手
に 

 
 

南
峰
と
歩
く 

⑨ 
樽
床
（
た
る
と
こ
） 

■
峡
谷
の
保
全
に
成
果 

■
自
動
車
路
ス
ト
ッ
プ 

 

自
然
破
壊
に
反
旗 

後
藤
吾
妻
こ
こ
に 

  

初
の
「三
段
峡
を
清
掃
し
な
が
ら
歩
こ
う
会
」 

１ 

 
 
 

 

 

さ
ん
け
ん
会
員
ら
十
一
人
が
四
月
十
五
日
、
三
段
滝
―
餅
ノ

木
下
口
間
の
探
勝
路
二
㌔
強
を
掃
除
し
た
。「
三
段
峡
を
清
掃

し
な
が
ら
歩
こ
う
会
」
と
銘
打
っ
て
取
り
組
ん
だ
初
め
て
イ
ベ

ン
ト
。
二
十
一
日
に
は
「
三
段
峡
峡
谷
開
き
」
の
神
事
が
熊
南

峰
顕
彰
碑
前
で
あ
り
、
春
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
入
っ
た
。 

 

11 人がいい汗 爽快感
ん 

上殿小 遠足で入峡 

ラ
ジ
オ
生
番
組
で 

安
芸
太
田
を
議
論 

聞
く
会 

 

古里の魅力次世代へ ４人がガイド 

峡
内
の
安
全
祈
る 

シ
ー
ズ
ン
前 

探
勝
路
す
っ
き
り 

露
翠
の
孫 

斎
藤
更
生
さ
ん

訪
問 

「
ガ
イ
ド
シ
ー
ト
」
手
に
峡
内
で
実
地
確
認 

安
芸
太
田
町
里
山
ガ
イ
ド
研
修 
 

露翠の思い出を話す孫の斎藤
更生さん（右） 

https://sanken-hiroshima.org/ 

 

探
勝
路
を
清
掃
す
る
さ
ん
け
ん
会
員
ら

（上
）。
安
全
を
祈
願
し
た
峡
谷
開
き
（下
） 

https://sanken-hiroshima.org/

